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硫黄溶岩流の諸問題
Disaster prevention issues of sulfur lava
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１.はじめに
　かつて、日本国内の活火山の火口内部や地熱地帯に数多く見られた硫黄鉱山は、昭和 40年代にすべて閉山となった。

しかしながら、硫黄鉱山跡地では人の手を借りずに硫黄が噴気孔の周囲などに堆積していることが多い。また、噴気孔
の温度が上昇した場合には、液体状の溶岩として流れることもまれではない。流下の際に自然発火した場合には、周囲
に火災を発生させたり、亜硫酸ガスを大量に発生させる事例もある。本ポスターでは、国内の活火山での流下事例をも
とに、火山防災的な課題について問題提起する。また、硫黄溶岩流の形態的な特徴を玄武岩質溶岩流と比較紹介する。

2.立山地獄谷の事例
　弥陀ヶ原火山の地獄谷では、最近になって噴気活動が活発化し、2012年頃から、遊歩道が通行止めとなっている。

2010年の 5月には硫黄溶岩流が流下、自然発火による火災も発生している（増渕、2013）。この付近ではこれまでも多
数の硫黄溶岩流の流下が繰り返されていることは、記録からも地質学的証拠からも明らかである。
　ここで観察できる硫黄溶岩流は、黒色、黄色、緑灰色などのさまざまな色調を示す。厚さは 1cmから 10cm程度で

あるにも関わらず、アア溶岩流、パホイホイ溶岩流、柱状節理、枕状溶岩などの形態的特徴を示す。ポスターでは、写真
や動画を示すとともに、実物の試料も示す。玄武岩質溶岩流のアナログモデル実験結果としても興味深い。

3.まとめ
　知床硫黄山では 1935～1936年の噴火で大量の硫黄の噴出し、１日当たり最大数千トン、総噴出量は約 20万トンに

達し、カムイワッカ川や海浜は黄色い硫黄で覆われた（渡辺ほか,1937）。立山の事例は、規模は違うものの、詳細な検討
が可能であり、このような硫黄溶岩流に対する防災対策を検討する上で重要である。
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